
『岡山大学法学会雑誌』第60巻第2号（2010年12月）  391  

【
事
実
の
概
要
】
 
 

A
は
、
平
成
一
五
年
七
月
一
二
二
口
、
A
の
有
す
る
財
産
全
部
を
Y
に
相
 
 

続
さ
せ
る
旨
の
公
正
証
書
遺
言
（
以
下
「
本
件
道
三
一
己
と
い
、
つ
J
を
し
た
。
 
 

本
件
過
言
は
、
Y
の
相
続
分
を
全
部
と
指
定
し
、
そ
の
遺
産
分
剤
の
方
法
 
 

の
指
定
と
し
て
遺
産
全
部
の
権
利
を
Y
に
移
転
す
る
内
容
を
定
め
た
も
の
 
 

で
あ
る
。
A
は
、
同
年
一
一
月
一
円
臼
に
死
亡
し
た
。
同
人
の
法
定
相
続
 
 

人
は
、
子
で
あ
る
Ⅹ
と
Y
で
あ
る
。
 
 
 

A
は
、
相
続
開
始
時
に
お
い
て
、
第
一
審
判
決
別
紙
物
作
目
録
記
載
の
 
 

不
動
産
（
以
下
「
本
什
不
動
産
」
と
い
う
J
を
含
む
積
極
財
産
と
し
て
四
億
 
 

一
二
二
三
一
〃
七
〇
〇
三
円
、
消
極
財
産
と
し
て
四
億
二
四
八
三
方
二
五
〇
 
 

三
円
の
各
財
産
を
有
し
て
い
た
っ
本
件
遺
言
に
よ
り
、
遺
産
全
部
の
権
利
 
 

が
相
続
開
始
時
に
直
ち
に
Y
に
承
継
さ
れ
た
。
Ⅹ
は
、
Y
に
対
し
、
平
成
 
 

一
六
年
四
月
四
日
、
遺
留
分
減
殺
請
求
権
を
行
使
す
る
旨
の
意
思
表
一
小
を
 
 

し
た
。
Y
は
、
同
年
五
月
一
七
日
、
本
件
不
動
産
に
つ
き
、
平
成
一
五
年
 
 

一
一
月
一
四
日
相
続
を
原
因
と
し
て
、
A
か
ら
の
所
有
権
移
転
登
記
を
了
 
 

し
た
。
 
 
 

相
続
さ
せ
る
遺
言
と
遺
留
分
侵
害
額
の
算
定
 
 

－
－
－
遺
留
分
権
利
者
の
保
護
の
視
点
か
ら
 
－
 
 

最
三
小
判
平
成
二
一
年
三
月
二
田
目
民
集
六
三
巻
三
号
四
二
七
頁
 
 

辻
 
 

Ⅹ
は
、
A
の
消
極
財
産
の
う
ち
可
分
債
務
に
つ
い
て
は
法
定
相
続
分
に
 
 

応
じ
て
当
然
に
分
割
さ
れ
、
そ
の
二
分
の
一
を
Ⅹ
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
 
 

る
か
ら
、
X
の
遺
留
分
の
侵
害
額
の
算
定
に
お
い
て
は
、
積
極
財
産
四
億
 
 

三
二
三
一
万
七
〇
〇
三
円
か
ら
消
極
財
産
四
億
二
四
人
三
万
二
五
〇
三
門
 
 

を
差
し
引
い
た
七
E
八
万
四
五
〇
〇
円
の
四
分
の
一
で
あ
る
一
人
七
方
面
 
 

一
二
五
円
に
、
相
続
債
務
の
二
分
の
J
に
相
当
す
る
二
億
一
二
四
一
万
六
 
 

二
五
二
門
を
加
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
算
定
方
法
に
よ
る
と
、
右
 
 

記
侵
害
額
は
二
億
一
四
二
八
〃
七
三
七
七
円
に
な
る
と
主
張
L
た
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
、
Y
は
、
本
作
遺
言
に
よ
り
Y
が
相
続
債
務
を
す
べ
て
負
 
 

担
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
Ⅹ
の
遺
留
分
の
侵
害
額
の
算
定
に
お
い
て
遺
 
 

留
分
の
額
に
相
続
債
務
の
額
を
加
算
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
右
記
侵
害
 
 

辞
は
、
積
極
財
産
か
ら
消
極
財
産
を
差
し
引
い
た
七
凶
八
万
四
五
〇
〇
H
 
 

の
四
分
の
一
で
あ
る
一
八
七
万
一
一
二
五
円
に
な
る
と
主
張
し
た
。
 
 
 

原
審
は
、
相
続
分
が
指
定
さ
れ
た
場
合
、
対
債
権
者
と
の
関
係
で
は
と
 
 

も
か
く
、
少
な
く
と
も
相
続
人
間
で
は
、
相
続
債
務
は
、
指
定
に
従
っ
て
 
 

承
継
さ
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
相
続
分
全
部
の
指
完
を
受
け
た
Y
 
 

が
相
続
債
務
の
全
部
を
承
継
す
る
と
と
も
に
、
X
は
こ
れ
を
承
継
す
る
こ
 
 

一
五
九
 
 
 

明
 
 

博
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は
そ
の
効
力
が
及
ば
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
り
、
各
相
続
人
 
 

は
、
相
続
債
権
者
か
ら
法
定
相
続
分
に
従
っ
た
相
続
債
務
の
履
行
を
求
め
 
 

ら
れ
た
と
き
に
は
、
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
指
定
相
続
分
に
応
 
 

じ
て
相
続
債
務
を
承
継
し
た
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
相
 
 

続
債
権
者
の
方
か
ら
相
続
債
務
に
つ
い
て
の
相
続
分
の
指
定
の
効
力
を
承
 
 

認
し
、
各
相
続
人
に
対
L
、
指
定
相
続
分
に
応
し
た
相
続
債
務
の
履
行
を
 
 

請
求
す
る
こ
と
は
妨
げ
ら
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
 
 

債
務
を
す
べ
て
承
継
す
る
こ
と
に
な
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
 
（
傍
 
 

線
筆
者
、
以
†
同
様
J
）
‖
も
っ
と
も
、
上
記
遺
言
に
よ
る
相
続
債
務
に
つ
い
 
 

【
判
 
旨
】
上
告
棄
却
 
 

「
本
件
の
よ
う
に
、
相
続
人
の
う
ち
の
一
人
に
対
し
て
財
産
全
部
を
相
 
 

続
さ
せ
る
旨
の
遺
言
に
よ
り
相
続
分
の
全
部
が
当
該
相
続
人
に
指
定
さ
れ
 
 

た
場
合
、
遺
二
二
口
の
趣
旨
等
か
ら
相
続
債
務
に
つ
い
て
は
当
該
相
続
人
に
す
 
 

べ
て
を
相
続
さ
せ
る
意
思
の
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
な
ど
の
特
段
の
 
 

事
情
の
な
い
限
り
、
当
該
相
続
人
に
相
続
債
務
も
す
べ
て
相
続
さ
せ
る
旨
 
 

の
意
思
が
表
一
小
さ
れ
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
相
続
 
 

人
間
に
お
い
て
は
、
当
該
相
続
人
が
指
定
相
続
分
の
割
合
に
応
じ
て
相
続
 
 

と
は
な
い
か
ら
、
Ⅹ
の
遺
留
分
侵
害
衝
を
算
定
す
る
に
際
し
、
加
算
す
べ
 
 

き
相
続
債
務
は
存
し
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
し
、
Ⅹ
の
‡
張
を
斥
け
 
 

原
判
決
を
相
当
で
あ
る
と
し
た
。
そ
こ
で
、
X
は
上
告
受
理
の
申
し
立
て
 
 

を
し
た
。
 
 

て
の
相
続
分
の
指
定
は
、
相
続
債
務
の
債
権
者
 
（
山
下
「
相
続
債
権
者
」
と
 
 

い
う
。
し
 
の
関
与
な
く
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
相
続
債
権
者
に
対
し
て
 
 

取
り
戻
す
べ
き
遺
産
の
数
額
を
算
出
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
 
 

た
が
っ
て
、
相
続
人
の
う
ち
の
｛
人
に
対
し
て
財
産
全
部
を
相
続
さ
せ
る
 
 

旨
の
遺
言
が
さ
れ
、
当
該
相
続
人
が
祁
耗
債
務
も
す
べ
て
承
継
し
た
と
解
 
 

人
に
対
し
て
求
償
し
得
る
に
と
ど
ま
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
を
本
作
に
つ
い
て
み
る
と
、
本
件
遺
言
の
趣
旨
等
か
ら
A
の
負
っ
 
 

て
い
た
相
続
債
務
に
つ
い
て
は
Y
に
す
べ
て
を
相
続
さ
せ
る
意
思
の
な
い
 
 

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
な
ど
の
特
段
の
事
情
は
う
か
が
わ
れ
な
い
か
ら
、
 
 

本
件
遺
言
に
よ
り
、
Ⅹ
と
Y
と
の
間
で
は
、
上
記
相
続
債
務
は
指
定
相
続
 
 

分
に
応
じ
て
す
べ
て
Y
に
承
継
さ
れ
、
Ⅹ
は
こ
れ
を
承
継
し
て
い
な
い
と
 
 

い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
X
の
遺
留
分
の
侵
害
鮪
の
算
定
に
お
 
 

い
て
、
遺
留
分
の
額
に
加
算
す
べ
き
相
続
債
務
の
額
は
存
在
し
な
い
こ
と
 
 

に
な
る
。
」
 
 
 

と
は
許
さ
れ
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
っ
遺
留
分
権
利
者
が
 
 

相
続
債
権
者
か
ら
相
続
債
務
に
つ
い
て
法
定
相
続
分
に
応
じ
た
履
行
を
求
 
 

め
ら
れ
、
こ
れ
に
応
じ
た
場
合
も
、
履
行
し
た
相
続
債
務
の
額
を
遺
留
分
 
 

一
人
〇
 
 

そ
し
て
、
遺
留
分
の
侵
害
額
は
、
確
定
さ
れ
た
遺
留
分
算
定
の
基
礎
と
 
 

な
る
財
産
額
に
民
法
一
〇
二
八
条
所
定
の
遺
留
分
の
割
合
を
乗
じ
る
な
ど
 
 

」
て
策
定
さ
れ
た
遺
留
分
の
額
か
ら
、
遺
留
分
権
利
者
が
相
続
に
よ
っ
て
 
 

得
た
財
産
の
額
を
控
除
し
、
同
人
が
負
担
す
べ
き
祁
続
債
務
の
額
を
加
算
 
 

」
て
貸
売
す
べ
き
も
の
で
あ
り
（
最
高
裁
平
成
五
年
佃
第
九
E
七
号
同
八
年
一
 
 

一
月
二
」
ハ
目
撃
一
心
法
廷
判
決
・
民
集
五
〇
巻
一
〇
号
二
七
四
七
百
参
照
）
、
そ
 
 

さ
れ
る
場
合
、
遺
留
分
の
侵
害
衛
の
算
定
に
お
い
て
は
、
遺
留
分
権
利
者
 
 

の
算
定
は
、
相
続
人
間
に
お
い
て
、
遺
留
分
権
利
者
の
手
元
に
最
終
的
に
 
 

の
額
に
加
算
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
相
続
債
務
を
す
べ
て
承
継
し
た
相
続
 
 

の
法
定
相
続
分
に
応
じ
た
相
続
債
務
の
額
を
遺
留
分
の
額
に
加
算
す
る
こ
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全
部
の
包
括
遺
贈
が
あ
る
場
合
に
、
相
続
人
で
あ
る
遺
留
分
権
利
者
に
承
 
 

継
さ
れ
る
相
続
債
務
の
 
「
割
合
」
 
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
か
っ
た
。
 
 
 

こ
の
点
に
つ
い
て
、
本
判
決
は
、
相
続
人
の
う
ち
の
一
人
に
対
し
て
財
 
 

産
全
部
を
相
続
さ
せ
る
旨
の
遺
言
が
さ
れ
、
当
該
相
続
人
が
相
続
債
務
も
 
 

す
べ
て
承
継
し
た
と
解
さ
れ
る
場
合
、
遺
留
分
の
侵
害
額
の
算
定
に
お
い
 
 

て
は
、
遺
留
分
権
利
者
の
法
定
相
続
分
に
応
じ
た
相
続
債
務
の
額
を
遺
留
 
 

債
務
の
額
を
加
算
し
て
算
左
す
る
と
し
た
。
し
か
し
、
同
判
決
は
、
財
産
 
 

究
】
 
 
 

【
研
 
 

一
本
判
決
の
法
的
構
成
と
意
義
－
－
争
点
と
推
論
 
 
 

山
 
本
判
決
の
争
点
 
 
本
判
決
は
、
相
続
人
の
一
人
に
対
し
て
財
産
 
 

全
部
を
相
続
さ
せ
る
旨
の
遺
言
が
さ
れ
た
場
合
に
、
遺
留
分
の
侵
害
額
の
 
 

算
定
に
あ
た
り
、
遺
留
分
権
利
者
の
法
定
相
続
分
に
応
じ
た
相
続
債
務
の
 
 

額
を
遺
留
分
の
額
に
加
算
す
べ
き
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
た
事
案
で
あ
る
。
 
 
 

榔
 
本
判
決
の
意
義
 
 
遺
留
分
侵
害
衛
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
最
判
 
 

平
八
年
い
一
月
二
六
日
 
（
民
菓
尤
○
巻
け
O
n
±
一
七
円
上
頁
）
 
は
、
被
相
続
 
 

人
が
相
続
開
始
時
に
債
務
を
有
し
て
い
た
場
合
に
お
け
る
遺
留
分
の
侵
害
 
 

額
は
、
被
相
続
人
が
相
続
開
始
時
に
有
し
て
い
た
財
産
の
価
額
に
そ
の
贈
 
 

与
し
た
財
産
の
価
額
を
加
え
、
そ
の
中
か
ら
債
務
の
全
鮒
を
控
除
し
て
遺
 
 

留
分
算
定
の
基
礎
と
な
る
財
産
額
を
確
定
し
、
そ
れ
に
法
定
の
遺
留
分
の
 
 

割
合
を
乗
じ
る
な
ど
し
て
算
定
し
た
遺
留
分
の
額
か
ら
、
遺
留
分
権
利
者
 
 

が
相
続
に
よ
っ
て
得
た
財
産
の
額
を
控
除
し
、
同
人
が
負
担
す
べ
き
相
続
 
 

は
指
定
相
続
分
に
応
じ
た
債
務
負
担
額
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
し
た
じ
 
 
 

刷
 
本
判
決
の
法
的
構
成
・
推
論
 
 
本
判
決
は
、
相
続
人
間
の
 
「
内
 
 

分
の
額
に
加
算
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
し
、
負
担
す
べ
き
相
続
債
務
 
 

も
収
入
に
変
化
が
牛
じ
な
い
よ
う
な
性
質
の
財
産
と
、
②
経
営
者
個
人
の
 
 

手
腕
お
よ
び
取
引
先
の
倒
産
・
景
気
の
動
向
に
よ
っ
て
そ
の
収
益
・
存
廃
 
 

が
著
し
く
左
ん
さ
れ
る
も
の
と
が
あ
る
。
 
 
 

類
型
甘
の
場
合
に
は
、
債
権
者
は
Y
か
ら
債
権
回
収
す
る
こ
と
が
期
待
 
 

で
き
、
Ⅹ
に
ま
で
請
求
し
て
く
る
町
能
性
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
 
 

れ
に
対
し
て
、
類
型
②
の
場
合
に
は
、
経
営
者
の
交
替
そ
の
他
の
事
情
に
 
 

ょ
っ
て
事
業
が
破
綻
す
る
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
た
め
、
類
型
①
と
比
 
 

較
し
て
ハ
イ
・
リ
ス
ク
で
あ
り
、
債
権
者
が
Ⅹ
に
請
求
し
て
く
る
可
能
性
 
 

は
高
い
。
 
 

一一
ヽ一
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利
者
の
手
元
に
残
す
べ
き
額
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
と
の
考
え
が
あ
る
 
 
 

（
判
例
速
報
コ
メ
ン
ト
・
金
利
一
一
一
二
号
川
四
貫
参
照
て
 
 
 

二
 
本
件
事
案
の
 
「
特
徴
」
 
の
分
析
 
 
 

㈲
 
問
題
と
な
る
事
案
の
 
「
類
型
」
 
 
事
業
承
継
が
問
題
と
な
る
財
 
 

産
に
は
、
①
駐
車
場
や
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
経
営
者
が
交
替
し
て
 
 

定
は
、
相
続
人
間
の
内
部
関
係
を
前
提
と
し
て
、
「
最
終
的
」
 
に
遺
留
分
棟
 
 

算
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
結
論
を
導
く
。
遺
留
分
侵
害
額
の
算
 
 

部
関
係
」
 
に
お
い
て
は
、
相
続
人
が
指
定
相
続
分
の
割
合
に
応
じ
て
相
続
 
 

債
務
を
す
べ
て
承
継
す
る
こ
と
に
な
る
と
す
る
っ
 
し
か
し
、
「
対
外
的
関
 
 

係
」
 
で
あ
る
相
続
債
権
者
に
対
L
て
は
そ
の
効
力
が
及
ば
な
い
と
す
る
∩
 
 

被
相
続
人
の
意
思
の
み
に
よ
っ
て
相
続
債
務
の
負
担
割
合
を
窓
意
的
に
変
 
 

更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
上
で
、
本
判
決
は
、
共
同
相
続
人
の
一
人
に
対
し
て
財
産
全
部
を
 
 

相
続
さ
せ
る
旨
の
遺
言
が
さ
れ
、
そ
の
相
続
人
が
相
続
債
務
も
す
べ
て
承
 
 

継
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
遺
留
分
の
侵
害
額
の
算
定
に
お
い
て
は
、
遺
留
 
 

分
権
利
者
の
法
定
相
続
分
に
応
じ
た
相
続
債
務
の
額
を
遺
留
分
の
額
に
加
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め
る
類
型
で
は
、
債
権
者
の
了
解
が
あ
っ
た
叶
能
性
を
捨
て
き
れ
な
い
。
 
 

本
件
は
そ
の
よ
う
な
事
案
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
本
件
不
動
産
ほ
共
同
 
 

住
宅
の
建
物
と
そ
の
敷
地
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

三
 
木
判
決
の
妥
当
性
と
射
程
 
 
 

－
 
学
説
の
反
応
 
 
 

本
判
決
に
対
す
る
評
価
は
分
か
れ
る
。
 
 
 

小
 
指
定
相
続
分
基
準
説
 
 
法
定
相
続
分
に
基
づ
く
債
務
の
額
を
加
 
 

算
す
る
方
法
は
、
遺
留
分
権
利
者
が
、
法
定
相
続
分
に
応
じ
た
履
行
を
な
 
 

す
前
に
求
償
す
る
こ
と
と
同
様
の
結
論
を
導
き
、
事
後
的
な
求
償
を
原
則
 
 

と
す
る
求
償
の
本
質
に
沿
わ
な
い
じ
本
判
決
は
、
求
償
の
原
則
に
沿
っ
た
 
 

妥
当
な
一
般
的
基
準
を
提
示
し
た
と
す
る
も
の
 
（
青
竹
美
佳
∵
判
例
セ
レ
ク
 
 

ト
二
五
二
号
二
三
頁
へ
平
二
一
、
判
研
）
）
、
遺
留
分
侵
害
額
の
算
定
は
、
共
 
 

同
相
続
人
相
互
の
間
に
お
い
て
、
遺
留
分
権
利
者
の
手
元
に
最
終
的
に
取
 
 

り
戻
す
べ
き
遺
産
の
数
額
を
算
定
す
る
作
業
で
あ
る
か
ら
、
相
続
人
間
の
 
 

担
保
債
権
と
す
る
抵
当
権
が
付
い
て
い
た
と
あ
る
。
本
件
で
は
四
億
円
を
 
 

超
え
る
長
期
借
入
金
が
あ
る
が
、
高
額
の
融
資
が
無
担
保
で
な
さ
れ
る
と
 
 

い
う
こ
と
は
、
通
常
の
取
引
で
は
考
え
に
く
い
。
相
続
債
務
額
を
カ
バ
ー
 
 

す
る
確
か
な
担
保
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
担
保
物
の
滅
失
や
価
額
の
著
し
い
 
 

下
落
が
発
生
し
な
い
限
り
、
遺
留
分
権
利
者
が
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
は
少
 
 

な
い
と
考
え
ら
れ
る
事
案
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
Y
の
主
張
に
よ
 
 

る
と
、
本
件
債
務
に
お
い
て
は
、
債
権
者
と
Y
と
の
間
で
、
当
初
か
ら
Y
 
 

の
み
を
承
継
人
と
す
る
こ
と
が
当
然
の
前
提
と
さ
れ
て
い
た
と
あ
る
。
確
 
 

か
な
不
動
産
が
あ
り
、
そ
の
賃
料
等
に
よ
っ
て
債
権
回
収
が
確
実
に
見
込
 
 

榔
 
「
本
件
事
案
」
 
の
分
析
 
－
 
遺
留
分
権
利
者
の
リ
ス
ク
の
点
か
ら
 
 

l
審
に
お
け
る
Y
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
本
件
不
動
産
に
は
本
件
債
務
を
被
 
 

一
六
二
 
 

内
部
的
な
法
律
関
係
（
指
定
相
続
分
）
を
前
提
と
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
 
 

も
の
 
（
川
中
壮
大
・
公
証
法
学
二
「
九
巻
九
〇
頁
（
平
二
∴
判
研
こ
、
よ
り
多
 
 

く
を
得
た
者
に
よ
り
多
く
の
負
担
を
課
す
と
の
認
識
を
基
本
と
す
れ
ば
、
 
 

本
判
決
は
妥
当
な
算
定
方
法
を
示
し
て
い
る
と
す
る
も
の
（
神
谷
遊
・
民
事
 
 

判
例
Ⅰ
‖
八
四
七
頁
（
現
代
民
事
判
例
研
究
会
編
（
平
二
二
、
判
研
）
）
）
 
が
あ
 
 

る
。
 
 
 

指
定
相
続
分
基
準
説
に
よ
れ
ば
、
遺
留
分
の
存
否
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
 
 

完
相
続
分
と
は
異
な
る
相
続
分
の
指
定
等
が
行
わ
れ
た
場
合
に
広
く
及
ぶ
 
 

と
解
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
法
定
相
続
分
基
準
説
に
よ
れ
ば
、
 
 

相
続
さ
せ
る
旨
の
遺
言
を
し
た
意
味
が
な
い
と
も
い
え
る
か
ら
で
あ
ろ
 
 

う
。
た
だ
し
、
指
定
相
続
分
基
準
説
に
お
い
て
も
、
相
続
債
務
に
つ
い
て
 
 

の
相
続
分
の
指
定
は
、
相
続
債
権
者
の
関
与
な
く
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
 
 

」
、
相
続
分
の
指
定
に
相
続
債
権
者
の
「
関
与
」
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
 
 

相
続
債
権
者
に
も
相
続
分
の
指
定
の
効
力
を
対
抗
す
る
余
地
を
残
し
て
い
 
 

る
と
す
る
指
摘
が
あ
る
（
西
希
代
子
∴
ン
エ
リ
ス
ト
一
三
九
八
∴
〇
六
（
判
 
 

研
・
平
二
〇
）
）
。
 
 
 

榔
 
法
定
相
続
分
基
準
説
 
 
こ
れ
に
対
し
て
、
Ⅹ
が
法
定
相
続
分
に
 
 

し
た
が
っ
て
相
続
債
務
を
負
担
し
た
後
Y
に
求
償
し
た
と
こ
ろ
、
Y
が
無
 
 

資
力
で
あ
っ
た
よ
う
な
場
合
、
Ⅹ
が
損
害
を
被
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
の
指
 
 

摘
が
あ
る
 
（
金
亮
完
・
速
報
判
例
解
説
（
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
）
 
川
音
二
〇
五
 
 

貫
（
平
二
一
、
判
研
）
、
吉
永
一
行
∴
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
人
一
号
一
一
丁
八
百
ハ
 
（
平
 
 

∴
二
、
判
岬
）
、
本
山
敦
・
法
の
支
配
一
五
六
号
一
七
八
頁
（
平
∴
一
、
判
研
）
、
 
 

同
・
判
例
タ
イ
ム
ズ
…
二
六
二
号
七
〇
頁
（
平
一
▲
○
、
判
研
 
（
原
審
）
、
中
川
忠
 
 

鬼
「
家
族
法
の
動
向
」
一
〇
九
頁
（
現
代
民
事
判
例
研
究
会
編
・
民
事
判
例
Ⅰ
・
 
 

所
収
幸
二
∴
）
）
）
。
遺
留
分
権
利
者
が
リ
ス
ク
を
負
、
つ
こ
と
を
不
当
と
考
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①
②
の
要
素
は
、
本
判
決
が
結
論
を
導
く
に
あ
た
っ
て
、
裁
判
官
の
判
断
 
 

権
回
収
が
確
実
に
見
込
め
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
②
債
権
者
は
遺
留
分
 
 

に
無
意
識
的
に
影
響
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
隠
れ
た
要
素
①
②
を
前
提
と
 
 

す
る
な
ら
ば
、
本
判
決
の
結
論
は
妥
当
性
を
欠
く
と
ま
で
は
い
え
な
い
。
 
 
 

相
続
分
の
指
定
に
相
続
債
権
者
の
丁
解
が
な
く
、
か
つ
、
相
続
債
務
が
 
 

権
利
者
に
請
求
す
る
こ
と
ま
で
考
え
る
必
要
の
な
か
っ
た
事
案
で
あ
る
。
 
 
 

額
で
あ
り
、
（
甘
担
保
が
設
定
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
認
さ
れ
る
。
本
件
物
 
 

件
目
録
に
よ
る
と
、
本
件
不
動
産
は
相
続
債
務
額
を
カ
バ
1
で
き
る
評
価
 
 

額
（
四
億
二
七
〇
〇
方
円
）
を
有
す
る
。
さ
ら
に
、
本
件
不
動
産
は
共
同
住
 
 

宅
の
建
物
と
そ
の
敷
地
だ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
賃
料
等
に
よ
っ
て
借
 
 

え
る
立
場
か
ら
は
、
相
続
債
権
者
は
、
Ⅹ
に
対
し
て
相
続
債
務
に
つ
い
て
 
 

負
担
を
求
め
な
い
と
い
う
「
確
約
」
が
必
要
で
あ
る
と
の
主
張
が
あ
る
（
本
 
 

山
・
判
夕
一
二
六
三
・
七
〇
（
判
研
（
原
審
）
・
平
二
〇
）
）
。
遺
留
分
は
、
本
 
 

来
、
物
権
的
な
「
最
小
限
度
の
権
利
」
 
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
遺
留
分
減
殺
 
 

し
て
も
最
小
限
度
額
さ
え
得
ら
れ
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
遺
留
分
制
 
 

度
の
趣
旨
が
実
現
で
き
な
い
。
遺
留
分
算
定
の
基
礎
財
産
を
算
定
す
る
手
 
 

続
き
に
遺
言
者
の
意
思
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
公
序
に
反
す
る
と
の
、
干
張
 
 

が
あ
る
（
本
山
∴
法
の
支
配
一
五
六
二
七
八
（
判
研
・
平
二
〓
、
小
川
∴
前
 
 

掲
誌
山
〇
九
頁
）
。
 
 
 

2
 
検
 
討
 
－
 
隠
れ
た
要
素
の
存
在
 
 
 

先
述
の
よ
う
に
（
二
畑
∵
一
審
に
お
け
る
Y
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
本
件
 
 

不
動
産
に
は
本
作
債
務
を
被
担
保
債
権
と
す
る
抵
当
権
が
付
い
て
お
り
、
 
 

本
件
債
務
に
お
い
て
は
、
債
権
者
と
Y
と
の
間
で
、
当
初
か
ら
Y
の
み
を
 
 

承
継
人
と
す
る
こ
と
が
当
然
の
前
提
と
さ
れ
て
い
た
と
あ
る
。
 
 
 

本
件
に
お
い
て
は
、
借
入
金
の
額
は
四
億
円
を
超
え
て
お
り
非
常
に
高
 
 

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
債
権
者
が
適
時
に
債
権
回
収
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
 
 

た
め
、
当
該
相
続
人
か
ら
相
続
債
務
の
全
額
を
回
収
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
 
 

遺
留
分
権
利
者
は
、
債
権
者
が
適
時
に
債
権
回
収
を
し
て
い
れ
ば
弁
済
を
 
 

一
六
三
 
 
 

確
か
な
担
保
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
事
案
に
ま
で
、
本
 
 

判
決
の
法
理
を
一
般
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
疑
問
が
残
る
。
事
案
 
 

の
類
型
に
よ
っ
て
、
遺
留
分
権
利
者
の
リ
ス
ク
が
大
き
く
異
な
る
か
ら
で
 
 

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
判
決
は
 
「
事
例
判
決
」
に
と
ど
ま
る
と
解
す
べ
 
 

き
で
あ
る
。
 
 
 

四
 
残
さ
れ
た
問
題
の
検
討
 
－
 
求
償
不
能
の
リ
ス
ク
・
遺
留
分
制
度
 
 

の
空
洞
化
・
事
業
用
資
産
 
 
 

－
 
求
償
不
能
の
リ
ス
ク
の
回
避
手
段
 
 
 

相
続
債
権
者
か
ら
法
定
相
続
分
の
債
務
の
履
行
を
請
求
さ
れ
る
可
能
性
 
 

の
あ
る
相
続
人
を
保
護
す
る
に
は
、
相
続
人
が
相
続
財
産
の
内
容
、
と
り
 
 

わ
け
債
務
の
存
否
と
内
容
を
知
る
上
で
、
相
続
放
棄
の
楔
会
が
保
障
さ
れ
 
 

る
必
要
が
あ
る
と
し
、
熟
慮
期
間
の
起
算
点
の
解
釈
に
つ
い
て
柔
軟
な
対
 
 

応
が
求
め
ら
れ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
 
（
神
谷
・
前
掲
話
山
八
m
頁
）
。
し
か
 
 

し
、
リ
ス
ク
は
数
年
後
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
後
に
発
生
す
る
も
の
で
あ
 
 

り
予
見
不
能
で
あ
り
、
リ
ス
ク
の
程
度
は
事
案
の
類
型
に
よ
っ
て
異
な
る
。
 
 

相
続
放
棄
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。
 
 
 

遺
留
分
権
者
は
、
遺
言
者
の
意
思
に
よ
っ
て
、
相
続
債
務
の
履
行
に
つ
 
 

い
て
実
質
的
に
「
連
帯
保
証
人
」
と
同
様
の
危
険
な
立
場
に
置
か
れ
る
。
 
 

そ
こ
で
以
下
で
は
、
遺
留
分
権
利
者
の
求
償
不
能
リ
ス
ク
の
回
避
手
段
を
 
 

模
索
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
 
 
 

伽
 
「
債
権
者
」
の
注
意
義
務
違
反
 
－
 
「
適
時
」
の
担
保
権
実
行
の
僻
 
 

怠
 
 
財
産
全
部
を
承
継
し
た
相
続
人
の
支
払
能
力
に
不
安
が
生
じ
て
い
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得
る
こ
と
が
で
た
限
度
に
お
い
て
、
免
責
さ
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
じ
 
 

当
該
相
続
人
の
資
力
低
下
や
担
保
物
件
の
価
格
†
落
を
放
置
し
担
保
権
の
 
 

実
行
を
怠
っ
た
よ
う
な
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
信
義
則
上
の
債
権
者
の
義
 
 

務
違
反
の
効
果
で
あ
る
し
 
 
 

拗
 
「
担
保
」
の
請
求
 
 
遺
留
分
権
利
者
は
、
相
続
債
権
者
か
ら
法
定
 
 

相
続
分
に
従
っ
た
相
続
債
務
の
履
行
を
求
め
ら
れ
た
と
き
に
は
、
こ
れ
に
 
 

応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
指
定
珊
続
分
に
応
じ
て
相
続
債
務
を
承
継
し
た
 
 

こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
っ
相
続
債
権
者
が
履
行
を
求
め
て
く
 
 

る
か
、
い
つ
求
め
て
く
る
か
は
定
か
で
な
い
が
、
履
行
を
求
め
ら
れ
る
可
 
 

能
性
は
あ
り
、
そ
の
請
求
に
応
じ
た
場
合
、
求
償
権
を
行
使
す
る
必
要
が
 
 

あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
担
保
の
供
与
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。
本
件
に
お
 
 

い
て
は
、
共
同
住
宅
の
建
物
と
そ
の
敷
地
に
次
順
位
で
も
よ
い
か
ら
共
同
 
 

抵
当
権
の
設
定
を
そ
け
て
お
け
ば
、
相
続
債
権
者
が
適
時
に
抵
当
権
を
実
 
 

行
し
な
い
よ
う
な
事
態
が
生
じ
て
も
、
抵
当
物
件
が
大
幅
に
価
格
下
落
す
 
 

る
前
に
遺
留
分
権
利
者
自
ら
が
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
し
 
 
 

刷
 
「
免
責
請
求
権
」
 
 
遺
留
分
権
利
者
は
事
実
上
保
証
人
同
様
の
リ
 
 

ス
ク
を
負
う
立
場
に
あ
る
か
ら
、
財
産
全
部
を
承
継
し
た
相
続
人
の
資
産
 
 

状
態
が
著
し
く
悪
化
し
相
続
債
務
の
弁
済
が
で
き
な
く
な
る
な
ど
の
†
期
 
 

し
え
な
い
事
情
が
生
じ
た
場
合
、
信
義
則
上
、
遺
留
分
権
者
は
相
続
債
権
 
 

者
に
対
し
て
免
責
を
請
求
で
き
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

㈲
 
求
償
権
の
確
保
手
段
の
剥
奪
1
公
序
良
俗
違
反
 
 
保
証
人
同
 
 

様
の
立
場
に
あ
る
遺
留
分
権
利
者
の
同
意
な
し
に
、
遺
言
者
の
意
思
の
み
 
 

に
よ
っ
て
求
償
権
の
確
保
手
段
を
奪
う
こ
と
は
公
序
良
俗
に
違
反
す
る
可
 
 

能
性
が
あ
る
。
リ
ス
ク
の
高
い
類
型
に
お
い
て
は
無
効
と
解
す
べ
き
で
あ
 
 

る
。
 
 

ず
訴
訟
と
な
る
の
は
、
他
の
共
同
相
続
人
の
了
解
を
と
ら
ず
に
、
相
続
さ
 
 

せ
る
旨
の
遺
言
を
絶
っ
て
被
相
続
人
と
一
部
の
相
続
人
と
の
問
で
財
産
の
 
 

処
分
を
決
め
て
L
ま
い
、
そ
の
こ
と
を
経
で
知
っ
た
共
同
相
続
人
の
怒
り
 
 

が
お
さ
ま
ら
な
い
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
協
議
な
し
に
予
想
外
の
 
 

財
産
の
割
り
振
り
が
な
さ
れ
、
蚊
帳
の
外
に
お
か
れ
た
共
同
相
続
人
が
不
 
 

利
益
・
リ
ス
ク
が
押
し
付
け
ら
れ
た
と
怒
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
本
 
 

件
事
案
も
そ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
っ
 
こ
れ
に
対
し
て
、
 
 

事
業
資
産
を
構
成
す
る
財
産
の
持
分
権
移
転
登
記
請
求
が
認
め
ら
れ
た
 
 

ら
、
事
業
承
継
が
成
り
立
た
な
い
と
の
反
論
が
当
然
予
想
さ
れ
る
。
老
舗
 
 

の
菓
子
屋
や
町
工
場
の
多
く
は
、
他
に
こ
れ
と
い
っ
た
資
産
が
な
い
た
め
、
 
 

事
業
用
の
土
地
・
建
物
を
分
割
す
る
と
事
業
を
継
続
で
き
な
い
こ
と
が
多
 
 
 

の
権
利
を
、
遺
言
者
の
意
思
だ
け
で
処
分
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
だ
ろ
 
 

う
か
。
民
法
の
遺
留
分
に
関
す
る
現
行
規
定
は
、
共
同
相
続
に
お
け
る
問
 
 

題
点
を
考
慮
し
た
も
の
で
は
な
く
、
単
独
相
続
人
が
相
続
人
で
な
い
第
一
二
 
 

者
に
遺
留
分
減
殺
請
求
す
る
場
合
を
想
定
L
て
い
る
の
で
は
な
い
か
へ
′
本
 
 

件
は
、
相
続
さ
せ
る
旨
の
遺
二
日
を
め
ぐ
る
共
同
相
続
人
間
の
紛
争
で
あ
る
∩
 
 
 

闇
 
利
害
関
係
者
の
公
平
な
合
意
形
成
の
欠
如
 
－
 
公
平
な
合
意
形
成
、
 
 

公
証
人
の
助
言
義
務
 
 
全
財
産
の
承
継
者
が
支
払
不
能
と
な
る
こ
と
は
 
 

め
っ
た
に
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
片
付
け
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
理
論
 
 

的
な
整
序
が
求
め
ら
れ
る
。
遺
言
を
め
ぐ
る
紛
争
が
話
し
合
い
で
解
決
せ
 
 

一
穴
四
 
 

2
 
遺
留
分
制
度
の
空
洞
化
 
 
 

伽
 
遺
留
分
制
度
の
空
洞
化
 
 
遺
留
分
は
、
本
来
、
遺
留
分
権
利
者
 
 

に
与
え
ら
れ
た
物
権
的
な
最
小
限
度
の
権
利
で
あ
る
が
、
そ
の
最
小
限
度
 
 

額
さ
え
取
り
戻
せ
な
く
な
る
叶
能
性
が
あ
る
っ
 
こ
れ
で
は
遺
留
分
制
度
の
 
 

趣
旨
が
骨
抜
き
に
な
る
。
相
続
法
制
度
が
相
続
人
に
保
障
し
た
最
小
限
度
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は
さ
て
お
い
て
、
柔
軟
で
妥
当
な
遺
踵
分
割
の
方
途
を
目
指
す
べ
き
は
当
 
 

習
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
（
塩
月
秀
平
（
判
華
「
相
続
さ
せ
る
過
 
 

言
と
追
留
分
減
耗
 
－
 
棚
続
に
お
け
る
訴
訟
事
項
と
審
判
事
項
の
交
錯
 
巌
二
．
 
 

小
判
平
二
J
 
∴
一
四
を
契
粍
に
 
－
 
」
金
法
一
八
七
七
号
一
三
頁
 
（
平
∴
 
 

∵
し
。
相
続
分
の
指
定
に
相
続
債
権
者
の
関
与
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
相
 
 

続
債
権
者
に
も
相
続
分
の
指
定
り
効
力
を
対
抗
す
る
余
地
を
本
判
旨
は
残
 
 

し
て
い
る
。
利
害
関
係
者
の
閉
で
公
平
な
「
合
意
形
成
」
 
の
で
き
る
枠
組
 
 

み
が
求
め
ら
れ
る
「
〕
 
 
 

閃
み
に
、
仏
法
に
お
い
て
は
、
公
証
遺
二
H
（
蒜
S
t
a
m
e
n
t
a
u
t
h
e
已
首
u
e
）
 
 

は
、
二
人
の
公
証
人
 
（
n
O
t
a
i
r
e
）
 
に
よ
り
、
ま
た
は
証
人
二
人
の
面
前
に
 
 

お
い
て
一
人
の
公
証
人
に
よ
り
作
成
さ
れ
る
が
、
公
証
人
の
黄
什
は
重
い
。
 
 

公
証
人
の
義
務
内
界
は
、
最
近
の
有
力
学
説
に
よ
る
と
、
こ
れ
を
公
証
義
 
 

務
と
説
明
・
肋
言
義
務
に
分
類
さ
れ
る
。
「
公
証
義
務
」
は
、
公
証
人
の
職
 
 

務
に
関
す
る
法
令
を
遵
守
し
、
依
栢
を
受
け
た
証
書
な
い
し
合
意
に
通
式
 
 

に
公
許
力
を
付
与
し
、
さ
ら
に
こ
れ
に
付
随
す
る
登
記
・
登
録
手
続
き
を
 
 

履
践
し
、
証
書
を
保
管
し
、
謄
抄
本
を
交
付
す
る
義
務
を
い
う
。
こ
れ
に
 
 

対
し
て
、
「
説
明
，
肋
言
義
務
」
 
は
、
証
書
な
い
し
行
為
の
実
体
的
な
有
効
 
 

要
件
を
充
足
さ
せ
、
か
つ
、
実
効
性
を
確
保
さ
せ
る
た
め
に
、
当
事
者
の
 
 

産
分
割
調
停
で
、
右
遺
二
一
‖
の
対
象
遺
碇
も
含
め
て
分
割
の
 
「
協
議
」
を
し
 
 

い
か
ら
で
あ
る
っ
 
 
 

相
続
さ
せ
る
旨
の
遺
言
で
指
定
さ
れ
た
遺
言
の
承
継
の
効
果
は
、
遺
言
 
 

者
の
死
亡
で
 
「
一
義
的
」
 
に
定
ま
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
家
裁
の
遺
 
 

が
明
ら
か
な
ら
、
本
判
決
の
示
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
遺
産
の
承
継
の
効
果
 
 

の
種
の
遺
言
に
よ
る
遺
産
承
継
に
よ
り
遺
留
分
侵
害
の
結
果
に
な
る
こ
と
 
 

て
み
ょ
う
と
の
空
気
が
関
係
当
事
者
間
で
醸
し
出
さ
れ
、
あ
る
い
は
、
こ
 
 

争
の
発
生
を
回
避
」
し
取
引
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
を
内
容
と
し
て
い
 
 

る
こ
と
に
よ
る
 
（
鎌
H
薫
「
比
較
法
畑
－
フ
ラ
ン
ス
」
四
五
頁
 
（
専
門
家
責
任
 
 

研
究
会
癒
∵
専
門
家
の
艮
事
責
任
（
別
冊
N
B
L
二
八
号
、
平
六
）
）
。
触
法
に
 
 

は
、
ゲ
ル
マ
ン
法
の
伝
統
を
母
け
継
ぐ
相
続
契
約
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
 
 

契
約
当
事
者
は
撤
回
で
き
ず
か
つ
重
要
な
財
産
処
分
が
な
さ
れ
る
こ
と
か
 
 

ら
、
比
較
的
大
き
い
弁
謹
上
事
務
所
で
当
事
者
が
時
間
を
か
け
て
憤
束
に
 
 

合
意
形
成
す
る
よ
う
で
あ
る
（
辻
博
明
「
柑
拭
契
約
（
E
r
b
く
e
r
t
r
a
g
）
に
関
す
 
 

る
歴
史
的
考
察
－
ロ
ー
マ
法
・
後
期
普
通
法
・
ド
イ
ツ
民
法
草
案
を
中
心
と
し
 
 

て
」
 
（
林
良
平
‥
甲
斐
道
太
郎
編
・
谷
〓
知
平
先
生
追
悼
論
文
集
3
所
収
〕
 
四
四
 
 

八
貞
（
†
五
こ
。
 
 
 

3
 
幸
美
用
資
産
二
運
用
資
産
の
利
益
状
況
 
 
 

本
件
上
県
じ
受
理
申
立
理
由
は
、
相
続
財
産
が
事
業
用
資
産
あ
る
い
は
運
用
 
 

資
産
の
場
合
、
資
産
か
ら
債
務
を
差
し
引
い
て
純
資
産
あ
る
い
は
正
味
資
産
 
 

を
求
め
る
と
い
う
通
常
の
方
式
は
、
本
当
の
利
益
状
態
を
把
握
で
き
ず
、
事
 
 

業
者
あ
る
い
は
運
用
者
と
し
て
の
地
位
を
そ
の
ま
ま
と
ら
え
る
必
要
が
あ
 
 

る
と
の
主
張
が
あ
る
ゥ
右
の
通
常
の
方
式
に
よ
る
と
、
相
続
財
産
の
運
用
に
 
 
 

よ
る
「
収
益
」
が
考
慮
さ
れ
ず
、
遺
留
分
額
が
低
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
 
 

∵
」
ハ
＃
 
 
 

人
の
地
位
か
ら
当
然
に
成
立
す
る
。
公
証
人
の
説
明
・
助
言
義
務
は
、
情
 
 

報
提
供
義
務
の
も
っ
と
も
徹
底
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
そ
の
内
 
 

容
は
き
わ
め
て
厳
格
な
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
厳
し
い
義
務
が
課
さ
れ
 
 

て
い
る
理
由
は
、
公
証
人
の
職
務
が
、
単
な
る
代
書
業
務
で
は
な
く
、
¶
繍
 
 

を
説
明
し
、
適
切
な
助
言
を
与
え
る
義
務
で
あ
る
。
こ
の
義
務
は
、
依
頼
 
 

者
か
ら
の
求
め
が
あ
る
と
き
に
は
だ
け
成
∴
止
す
る
も
の
で
は
な
く
、
公
証
 
 

能
力
、
目
的
物
の
権
利
関
係
、
公
法
上
の
規
制
の
有
紅
∵
内
容
等
を
調
査
 
 

し
、
か
つ
、
そ
の
行
為
の
も
つ
法
的
・
経
済
的
意
味
や
税
務
上
の
問
題
等
 
 




